
（様式１） 

平成３１年度試験研究課題設定のための要試験研究問題提案・回答書 

（整理番号） 

０５９ 
提案機関名 畜産課 

要望問題名 

かながわ鶏とブロイラーとの肉質比較並びに肉質向上を目指した給与飼料の検討について 

要望問題の内容 【 背景、内容、対象地域及び規模（面積、数量等）】 

 

ブロイラーとは異なる食味と食感を求めて誕生したかながわ鶏は、その差を明確に飲食店や消費者等に伝え

る工夫が必要との声がある。そこでかながわ鶏の売りである「食味」と「食感」について、一般的に販売され

ているブロイラーとどの程度差があるのか比較分析をお願いしたい。 

また、給与飼料について現在、生産者毎にバラツキがあり、肉質に差が生じている可能性があること、地域

性を活かした資源の実用化（共通飼料化）等を検討したいことから、給与飼料別にみた肉質分析（解析）を願

うとともに、名古屋コーチンや比内地鶏など全国有名鶏の給与飼料が、今後のかながわ鶏肉質向上に参考にな

り得ると考えられることから他県の肉用鶏飼料情報（成分比等）を収集し、かながわ鶏品質向上に向けた飼料

給与体系確立（既存飼料への添加給与も含む）に向けた調査をお願いしたい。 
 

解決希望年限  ①１年以内       ②２～３年以内       ③４～５年以内       ④５～１０年以内 

対応を希望す 

る研究機関名 
 ①農業技術センター  ②畜産技術センター  ③水産技術センター  ④自然環境保全センター 

備 考 

  ※ ここから下の欄は、回答者が記入してください。 

回答機関名 畜産技術センター 担当部所 企画研究課 

対応区分 ①実施  ②実施中  ③継続検討  ④実施済  ⑤調査指導対応  ⑥現地対応  ⑦実施不可 

試験研究課題名  （①、②、④の場合） 

 地域銘柄鶏の飼養管理技術の確立（平成26～28年度） 

 かながわ鶏の飼養管理技術の確立（平成29～33年度） 

 地域資源を活用した鶏卵・鶏肉の生産方法の検討（平成 28～30年度） 

対応の内容等 

 ご要望のありましたブロイラーとの比較分析については、平成 28年度に実施した官能評価で市販のブロイ

ラーとかながわ鶏の比較を行っています。 

 かながわ鶏の品質向上に向けた飼料給与体系については、現在取り組んでいるところであり、他県の情報を

収集しながら進めていきます。 

解決予定年限 ①１年以内      ②２～３年以内      ③４～５年以内      ④５～１０年以内 

備 考 

 


